
京都府地球温暖化対策推進計画（仮称）策定フロー（案）

排出状況の把握

府内の温室効果ガスの排出量の算定（→ ▲３．５％： ）2002/1990

Ô

排出特性の分析

部門別の排出状況及び増減要因の分析

Ô

将来排出量の予測

将来排出量（現状対策ケース）の推計（→ ０．６％増： ）2010/1990

Ô

削減目標の設定（条例の制定）

条例に府内の温室効果ガスの削減目標（→ ▲１０％： ）及び2010/1990
削減目標の達成に向けて地球温暖化対策推進計画を策定することを規定

▽

部門別削減目標の設定

部門別、地域別及び温室効果ガス別の削減目標の設定（基準年度の検討）
森林吸収量の目標及び京都メカニズムの取扱検討

▽

対策の検討

現行計画（ 京と地球の共生計画－地球温暖化対策推進版 ）の評価「 」
基本方針、重点対策、部門別及び地域別対策（森林吸収源対策を含む ）の検討。

▽

対策効果の推計

対策評価指標（府民行動目標）の設定及び対策効果（削減見込量）の推計

▽

計画の推進方策の検討

各主体別の取組、連携方策及び計画の進行管理（ＰＤＣＡ）の検討

▽

計画の策定・公表


